




 

 動脈硬化の近年の知見から,硬化性病変が可逆性であり得る可能性を示唆す

る,いくつかの報告がなされてきており,動脈硬化の早期予防に重大な関心が寄

せられている。 

 従来,動脈硬化性疾患は,“老人性”疾患として,把握されてきており,又,対応

策としても,比様な見地から,処理されてきた。 

 しかし,動脈硬化性病変の可逆性が実証されようとする現在,又,本邦の人口

構成の“老令化”シフトが諸分野に於て深刻化しようとしている現在,動脈硬化

症の対応策として,幼・小児期からの検討ということが,避けて通れぬ問題とな

ってきた。 


